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昭
和
初
め
か
ら
国
防
国
家
体
制
の
確

立
に
入
る
と
同
時
に
国
の
教
育
方
針
に

つ
い
て
も
大
き
く
変
容
し
た
。

　

即
ち
従
来
の
教
育
は
注
入
的
、
画
一

的
、
形
式
的
で
あ
る
と
の
批
判
に
対
し
、

実
践
的
、
独
創
的
と
し
て
具
体
的
に
国
民

生
活
に
即
応
し
た
も
の
に
す
べ
き
と
い

う
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

　

昭
和
十
三
年
国
家
総
動
員
法
が
公
布

さ
れ
た
。

　

文
部
省
か
ら
学
校
教
育
に
勤
労
作
業

を
加
え
、
一
年
を
通
じ
三
十
日
以
内
は
授

業
を
廃
し
、
主
と
し
て
食
糧
、
燃
料
木

炭
、
飼
料
増
産
に
充
当
す
る
こ
と
を
指
令

し
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。

　

戦
争
は
益
々
苛
烈
と
な
り
、
国
内
体
制

強
化
方
策
と
し
て

　

①
航
空
機
増
産

　

②
食
糧
自
給

　

③
国
内
防
衛
強
化

　
　

ア
．
学
徒
に
対
し
徴
兵
猶
予
の
停
止

　
　

イ
．
理
工
学
系
学
徒
の
入
営
延
期

　
　

ウ
．
理
工
系
学
校
の
拡
充

　
　

エ
．
法
文
系
学
校
の
統
合
整
備

　
　

オ
．
義
務
教
育
八
年
制
の
延
期

　
　

カ
．
徴
用
の
強
化

　
　

キ
．
女
子
動
員
の
強
化

　

以
上
軍
事
要
員
、
軍
事
生
産
要
員
の
給

源
を
期
待
し
た
。

　

昭
和
十
八
年
六
月
学
徒
動
員
体
制
が

確
立
さ
れ
、
同
年
八
月
国
家
総
動
員
法
に

基
づ
い
て
、
学
徒
動
員
令
が
公
布
施
行
さ

れ
た
。

　

昭
和
十
九
年
度
国
民
動
員
計
画
四
五

四
万
人
の
う
ち
学
徒
の
数
は
三
〇
〇
万

人
を
超
え
た
。

　

学
徒
が
軍
需
工
場
に
動
員
中
は
徴
用

工
等
は
戦
争
の
長
期
化
に
伴
い
、
漸
く
厭

戦
的
怠
業
気
配
が
濃
厚
に
な
ら
ん
と
す

る
時
、
学
徒
に
は
欠
勤
も
遅
刻
も
な
く
、

出
来
高
能
率
は
向
上
す
る
な
ど
、
進
ん
で

困
難
な
作
業
に
挺
身
し
た
り
、
病
気
や
負

傷
を
か
く
し
て
作
業
を
継
続
す
る
者
も

あ
っ
た
。
又
燈
火
管
制
下
に
も
寸
暇
を
惜

し
み
勉
学
に
励
み
学
徒
の
本
分
を
全
う

し
た
。

　

工
場
の
志
気
は
学
徒
に
よ
り
愈
々
揚

り
、
生
産
に
好
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
等

は
学
徒
が
祖
国
愛
に
燃
え
て
頼
も
し
い

力
を
発
揮
し
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

広
島
に
於
い
て
は
兵
器
廠
、
被
服
廠
を

初
め
軍
需
工
場
が
あ
っ
た
が
、
特
に
広
島

で
学
徒
の
死
没
者
が
多
か
っ
た
の
は
、
市

内
の
家
屋
疎
開
作
業
に
男
女
中
学
校
一

－
二
年
生
が
動
員
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に

原
因
す
る
。

　

二
十
年
八
月
六
日
は
広
島
、
同
九
日
は

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
悲
惨
な
最
後

を
遂
げ
た
学
徒
は
一
万
余
を
超
え
た
。

　

大
陸
の
山
野
に
或
は
南
溟
の
地
に
散

華
し
た
若
き
学
徒
兵
と
共
に
、
我
が
国
教

育
史
上
の
一
大
悲
惨
事
で
あ
っ
た
。

　

当
時
学
徒
が
国
家
総
動
員
法
に
よ
っ

て
動
員
に
参
加
し
た
状
況
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。�

（
文
部
省
資
料
に
よ
る
）

デジタルブック
“慟哭の証言”

http://www.douingakuto.com/

「
戦
争
と
学
徒
動
員
」

　

今
年
は
５
月
１
日
か
ら
元
号
が
改
元
さ
れ
、
„
令
和
元
年
＂
と
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
我
が
国
が
未
来
に
向
か
っ
て
、
元
号
の
意
味
す
る
„
清
ら
か
で
美
し
く
、
ま

と
ま
り
の
あ
る
世
の
中
＂
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
当
会
が

平
成
19
年
に
発
行
の
冊
子
„
慟
哭
の
証
言
＂
の
中
か
ら
、「
戦
争
と
学
徒
動
員
」
を
掲

載
し
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
„
学
徒
動
員
の
悲
惨
事
＂
に
つ
い
て
再
認
識
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

戦
争
と
学
徒
動
員

種別 区
分 学徒数 動員学徒数 動員率軍需生産 食糧増産 防空防衛 重要研究 計

大学高専
（教育養成学
校を含む）

男 千名 千名 千名 千名 千名 千名 ％
228 110 20 15 2 147 64.5

女 53 27 5 1 － 33 62.3
計 281 137 25 16 2 180 64.1

中等学校
男 1,189 669 165 106 － 940 78.0
女 800 551 115 23 － 689 86.1
計 1,989 1,220 280 129 － 1,629 81.9

国民学校 
高等科

男 1,186 328 362 － － 690 58.2
女 1,029 259 348 － － 607 59.0
計 2,215 587 710 － － 1,297 58.0

合計
男 2,603 1,107 547 121 2 1,777 68.3
女 1,882 837 468 24 － 1,329 70.6
計 4,485 1,944 1,015 145 2 3,106 69.2

目　次
「戦争と学徒動員」冊子“慟哭の証言”から‥‥ 1
ごあいさつ・御世話になる方々‥‥‥‥ 2
第63回原爆死没者追悼式のご案内‥‥‥ 3
平成30年度事業報告・収支決算‥‥ 3～ 4
語り継ごうヒロシマから‥‥‥‥‥‥‥ 5
動員学徒慰霊塔周辺の芝のリニューアル‥‥ 5
原爆と家族‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6
墓じまい‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6
自己紹介と動員学徒等犠牲者の会に参加して思うこと‥‥ 6
わたしにできること‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7
いま思う‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7
母と原爆‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7
令和元年度行事予定表‥‥‥‥‥‥‥‥ 8
ご寄付お礼‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8
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向
夏
の
候
、
皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の

　

広
島
県
動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
会
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
本

市
行
政
の
推
進
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年

金
課
福
祉
医
療
担
当
課
長
に
就
任
し
、
援

護
行
政
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
健
康
福
祉
局
社
会
援
護
課
長

に
就
任
し
、
援
護
行
政
に
携
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ご
遺
族
の
皆
様
に
は
、
最
愛
の
肉
親
亡

き
後
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
悲
し
み
や

寂
し
さ
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た

長
年
の
ご
苦
労
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
す
。

　

終
戦
か
ら
長
い
年
月
が
経
過
し
、
戦
争

を
直
接
知
ら
な
い
世
代
が
多
数
を
占
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

も
、
戦
没
者
の
方
々
の
尊
い
犠
牲
の
上
に

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
負
傷
さ
れ
、あ
る
い

は
最
愛
の
御
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
会
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、長
き
に
わ
た

り
、肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
苦
痛
に
耐
え

て
こ
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

戦
後
七
十
年
以
上
が
経
過
し
、
当
時
を

知
る
方
々
の
高
齢
化
も
進
み
、
記
憶
の
風

化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
今
日
の
わ
が
国

の
平
和
と
繁
栄
の
礎
は
数
多
く
の
動
員
学

徒
や
女
子
挺
身
隊
員
の
方
々
の
尊
い
犠
牲

に
よ
り
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
は
、
加
盟
都
市
が
七
千
七
百
を

超
え
る
平
和
首
長
会
議
の
会
長
都
市
と

し
て
核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す
行
動
指
針

今
日
の
我
が
国
が
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
あ
の
凄
惨
な
歴
史
の
記

憶
を
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

本
県
で
は
、
援
護
関
係
施
策
の
よ
り
一

層
の
充
実
に
向
け
、
皆
様
と
と
も
に
全
力

を
傾
け
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、貴

会
の
益
々
の
ご

発
展
と
皆
様
の

ご
健
勝
を
祈
念

し
、ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

「
２
０
２
０
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
展
開
し
、戦
争

の
も
た
ら
す
悲
惨
さ
や
被
爆
体
験
を
確
実

に
次
世
代
へ
継
承
し
、
国
内
外
に
力
強
く

発
信
す
る
こ
と
で
、
人
類
共
通
の
目
標
と

し
て
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の

実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
戦
後
の
復
興
・
成
長
を
支
え
た

市
民
の
多
く
が
高
齢
者
と
な
り
、
人
口
に

占
め
る
割
合
も
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す

が
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
を
適
切
に

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
一
人

ひ
と
り
が
、
い
き
い
き
と
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、貴
会
の
益
々
の
御
発
展
と
、

皆
様
の
御
健
勝
・
御
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

広
島
県
健
康
福
祉
局

社
会
援
護
課
長熊

　
野
　
　
　
智

広
島
市
健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課

福
祉
医
療
担
当
課
長

小
　
松
　
祐
　
子

お
世
話
に
な
る
方
々

広
島
県

健
康
福
祉
局
長�

田
中　
　

剛

社
会
援
護
課
長�

熊
野　
　

智

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

主　

査�

山
口　

博
幸

事
業
調
整
員�

泉
岡　

幹
雄

事
業
調
整
員�

岩
井　

明
子

事
業
調
整
員�

猪
野　
　

淳

事
業
調
整
員�

舩
石　

幸
恵

　

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

�

電
話　

082

－

513

－

３
０
３
６

　
　
　
　
　
　

 

■ 　
　
　
　
　
　

広
島
市

健
康
福
祉
局
長�

古
川　

智
之

健
康
福
祉
局

保
健
医
療
担
当
局
長�

阪
谷　

幸
春

健
康
福
祉
局

保
健
部
市
立
病
院
担
当
部
長�

白
石　

一
行

健
康
福
祉
局

保
健
部
保
険
年
金
課
長�

南
部　

克
徳

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課

福
祉
医
療
担
当
課
長�

小
松　

祐
子

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課
課
長
補
佐

（
事
）
管
理
係
長�

長
田　

憲
治

健
康
福
祉
局

保
健
部
保
険
年
金
課
主
事�

玉
浦　
　

遥

�

電
話　

082

－

504

－

２
１
５
９

健
康
福
祉
局
原
爆
被
害
対
策
部
調
査
課

主
事
（
追
悼
式
補
助
金
担
当
）

�

山
本　

勝
彦

�

電
話　

082

－

504

－

２
１
９
１
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巡
り
来
る
８
月
６
日
が
近
付
い
て
参
り

ま
し
た
。
午
前
９
時
か
ら
動
員
学
徒
慰
霊

塔
の
前
に
お
い
て
、会
と
し
て
第
63
回
目

の
原
爆
死
没
者
追
悼
式
を
執
り
行
い
ま

す
。

　

お
暑
い
時
期
で
す
が
、
お
体
に
お
気
を

つ
け
く
だ
さ
い
ま
し
て
お
参
り
く
だ
さ

い
。

　

前
日
の
８
月
５
日
に
は
、
慰
霊
塔
周
辺

の
掃
除
を
済
ま
せ
た
あ
と
（
10
時
前
後
に

な
る
と
思
い
ま
す
）、慰
霊
塔
の
東
隣
に
あ

る
西
向
寺
様
で
仏
式
の
供
養
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に

存
じ
ま
す
。

平
成
30
年
度

�

事
業
報
告
書

１　

広
報
活
動
の
実
施

　

⑴
原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
案
内

　

会
報
「
と
も
し
び
第
128
号
」
の

送
付
に
合
わ
せ
追
悼
式
の
案
内
を

送
っ
た
。

　

⑵
会
報
「
と
も
し
び
」
の
印
刷
・
配
布

　
　

・�

平
成
30
年
６
月
20
日
付
け
第
128
号

１
、０
０
０
部

　
　

・�

平
成
30
年
11
月
30
日
付
け
第
129
号

１
、１
０
０
部

　
　

�　
広
報
部
会
を
開
催
し
、
企
画
、
編

集
を
行
っ
た
。

　

⑶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

　
　

ア�　
会
報
「
と
も
し
び
」
の
掲
載
128

号
・
129
号

　
　

イ�　
７
月
７
日
開
催
の
「
平
和
の
祈

り
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
チ
ラ
シ
を
掲
載

　
　

ウ
「
慟
哭
の
証
言
」
の
目
次
を
改
善

　
　
　

�

「
慟
哭
の
証
言
」
の
目
次
の
検
索

が
容
易
に
な
る
よ
う
改
善

　
　

エ�　
ア
ク
セ
ス
数
（
31・4・2
）
：

　
　
　
　

�

６
、２
１
９
件
（
30
年
度
ア
ク

セ
ス
数
１
、０
７
８
件
）

　

⑷�

「
慟
哭
の
証
言
」
を
関
係
機
関
等
に

配
布

　

慰
霊
塔
に
千
羽
鶴
を
献
納
し
て

い
た
だ
い
た
学
校
等
へ
冊
子
「
慟

哭
の
証
言
」
を
送
付
し
た
。

　

送
付
数
：
21
件

　

⑸
慰
霊
塔
説
明
文
の
設
置

　

慰
霊
塔
の
説
明
文
を
常
時
設
置

し
、
参
拝
者
の
理
解
の
一
助
に
し

た
。
（
４
万
部
印
刷
）

　

⑹�

動
員
学
徒
等
の
業
績
の
顕
彰
と
そ
の

精
神
の
啓
発

　

慰
霊
塔
の
清
掃
日
等
を
利
用
し

て
、
随
時
、
参
拝
者
に
対
し
て
原

爆
、
空
襲
、
動
員
学
徒
の
顕
彰
等

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

２　

第
62
回
原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
挙
行

　

日
時　

平
成
30
年
８
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら

　

場
所　

動
員
学
徒
慰
霊
塔
前
広
場

　

式
典
参
加
者　

250
名

３�　
動
員
学
徒
慰
霊
塔
の
清
掃
・
供
花
・

英
霊
供
養

月　

日

参
加
者
数

供
養
会

（
西
向
寺
）
月　

日

参
加
者
数

供
養
会

（
西
向
寺
）

4
月
6
日

19
人

○

4
月
24
日

12
人

5
月
2
日

7
人

5
月
7
日

19
人

○

5
月
24
日

25
人

6
月
6
日

19
人

○

6
月
20
日

14
人

7
月
6
日

8
人

7
月
9
日

18
人

○

7
月
20
日

14
人

8
月
5
日

20
人

○

8
月
20
日

16
人

9
月
6
日

16
人

○

9
月
20
日

15
人

10
月
9
日

12
人

○

10
月
22
日

11
人

11
月
7
日

18
人

○

12
月
6
日

20
人

○

12
月
20
日

23
人

1
月
10
日

20
人

○

2
月
6
日

18
人

○

3
月
6
日

21
人

○

3
月
25
日

25
人

合
計
23
回
延
390
人
参
加

４　

役
員
会
等
の
開
催

開
催
日

内　
　
　
　

容

30
・
4
・
6
理
事
会

協
議
第
１
号　

�「
平
和
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
」の

後
援
に
関
す
る
件

30
・
4
・
20
監
事
会

平
成
29
年
度
決
算
関
係
監
査

30
・
5
・
7
理
事
会

議
案
第
１
号　

�

平
成
29
年
度
事
業
報
告
書

に
関
す
る
件

議
案
第
２
号　

�

平
成
29
年
度
決
算
書
の
承

認
に
関
す
る
件

議
案
第
３
号　

�

定
時
評
議
員
会
の
招
集
の

決
定
に
関
す
る
件

議
案
第
４
号　

�

役
員
の
選
任
に
関
す
る
件

30
・
5
・
24
定
時
評
議
員
会

議
案
第
１
号　

�

平
成
29
年
度
事
業
報
告
書

に
関
す
る
件

議
案
第
２
号　

�

平
成
29
年
度
決
算
承
認
に

関
す
る
件

議
案
第
３
号　

�

役
員
の
選
任
に
関
す
る
件

30
・
5
・
24
理
事
会

理
事
長
、
副
理
事
長
の
選
定
に
関
す
る
件

30
・
7
・
9
理
事
会

（
原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
打
合
わ
せ
）

協
議
第
１
号　

�

西
日
本
豪
雨
災
害
へ
の
義

援
金
に
関
す
る
件

30
・
9
・
20
原
爆
死
没
者
追
悼
式
反
省
会

31
・
3
・
25
理
事
会
・
評
議
員
会

議
案
第
１
号　

�

平
成
31
年
度
事
業
計
画
に

関
す
る
件

議
案
第
２
号　

�

平
成
31
年
度
収
支
予
算
に

関
す
る
件

５　

研
修
会
の
実
施

　

⑴
日
時　

平
成
30
年
12
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
～
11
時

　
　

場
所　

西
向
寺
門
徒
会
館

　
　

内
容　

�

本
会
の
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
（
活
動
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢

化
、
財
源
の
減
少
）

６　

そ
の
他

　

⑴�

慰
霊
塔
の
修
繕
及
び
周
辺
の
環
境
整
備

日
時

工
事
名

工
事
内
容

備
考

30・5

溝
の
土
砂

の
除
去

溝
に
溜
ま
っ
た
土

砂
を
除
去

広
島
市

監
視
カ
メ

ラ
の
設
置

敷
地
内
の
防
犯
灯
に

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置

広
島
市

31・2

斜
面
の
植

栽

敷
地
斜
面
3
面
に

「
玉
龍
」を
植
栽

広
島
市

　

⑵
西
日
本
豪
雨
災
害
へ
の
義
援
金

　
　

�　
７
月
に
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
災
害

に
対
し
、
中
国
新
聞
社
社
会
事
業
団
を

通
じ
て
義
援
金
30
万
円
を
贈
呈
し
た
。

　

⑶
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
援

　
　

�「
平
和
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
～
動
員
学
徒

犠
牲
者
に
捧
ぐ
～
」の
後
援
を
行
う
。

　
　

日
時　

�

７
月
７
日（
土
）午
後
２
時
開
演

　
　

場
所　

�

広
島
流
川
協
会
（
広
島
市
中

区
上
幟
町
８-

30
）

　

⑷
井
上
理
事
長
県
知
事
表
彰
受
賞

　

⑸�

立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュー
ジ
ア
ム

主
催
の
秋
季
特
別
展
に
資
料
を
提
供

　

⑹
会
員
数　

平
成
31
・
３
・
31　

795
人

　
　
　
　
　
　

平
成
30
・
３
・
31　

812
人

第
63
回
原
爆
死
没
者

　
　
　
追
悼
式
の
ご
案
内
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平成30年度　収支決算書
平成30年４月１日から平成31年３月31日まで

� （単位：円）
科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減

Ⅰ　経常利益.経常費用
　1　経常増減の部
（1）経常収益

事業収益
追悼式典事業収益 329,000 331,000 △ 2,000

受取補助金等 0
地方公共団体補助金 545,000 550,000 △ 5,000

受取寄付金 0
受取寄付金 161,000 183,000 △ 22,000

雑収益 0
受取利息 53,312 53,281 31
雑 収 益 816,818 936,443 △ 119,625

経常収益計 1,905,130 2,053,724 △ 148,594
（2）経常費用

事業費
会　議　費 1,336 1,920 △ 584
旅費交通費 300,500 236,900 63,600
通信運搬費 213,285 244,283 △ 30,998
消 耗 品 費 236,698 192,931 43,767
修　繕　費 0 82,080 △ 82,080
印刷製本費 242,582 308,739 △ 66,157
光 熱 水 費 30,293 30,899 △ 606
保　険　料 26,830 23,580 3,250
委　託　費 394,000 413,312 △ 19,312
賃　借　料 0 0 0
諸　謝　金 800,000 800,000 0
支払負担金 104,248 91,144 13,104
雑　　　費 192,298 281,492 △ 89,194

事業費計 2,542,070 2,707,280 △ 165,210
管理費 0

会　議　費 2,000 2,000 0
旅費交通費 150,000 150,000 0
通信運搬費 40,000 20,000 20,000
消 耗 品 費 20,000 60,000 △ 40,000
印刷製本費 4,000 4,000 0
光 熱 水 費 0 0 0
賃　借　料 0 0 0
諸　謝　金 160,000 160,000 0
公 租 公 課 21,000 21,000 0
支払負担金 300,000 300,000 0
雑　　　費 550,000 140,000 410,000

管理費計 1,247,000 857,000 390,000
経常費用計 3,789,070 3,564,280 224,790
当期経常増減額 △ 1,883,940 △ 1,510,556 △ 373,384

　2　経常外増減の部
（1）経常外収益 0 0 0
（2）経常外費用 0 0 0
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�

徳
　
田
　
由
　
子

　

５
月
13
日
、
広
島
市
医
師
会
主
催
の
世

界
の
若
人
へ
„
語
り
継
ご
う
ヒ
ロ
シ
マ

か
ら
＂
と
い
う
テ
ー
マ
の
市
民
公
開
講
演

会
へ
、
当
会
よ
り
招
待
券
を
頂
い
た
の
で

参
加
い
た
し
ま
し
た
。

〜
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜

☆�

中
学
生
・
高
校
生
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
〜
管
弦
楽
演
奏

　

広
島
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校
管
班

　

メ
リ
ー
・
ポ
ピ
ン
ズ
メ
ド
レ
ー

☆
基
調
講
演

　

�「
原
爆
放
射
線
の
身
体
的
・
精
神
的
影

響
」
広
大
名
誉
教
授 

鎌
田 

七
男 

先
生

☆
語
り
継
ぐ
会

〜
被
爆
医
師
の
被
爆
体
験
講
話
〜

　

講　

師

　

医
療
法
人
慈
徳
会 

真
田
病
院

�

名
誉
院
長　

真
田 

光
明 

先
生

　

講　

師

　

砂
本
内
科 

元
院
長　

砂
本 

忠
男 

先
生

☆
被
爆
医
師
と
高
校
生
の
座
談
会

　

平
成
27
年
の
被
爆
70
周
年
を
機
に
、
あ

の
日
ヒ
ロ
シ
マ
で
何
が
起
こ
っ
た
の
か
、

被
爆
者
の
心
身
に
ど
ん
な
影
響
が
あ
っ
た

の
か
を
次
の
世
代
に
語
り
継
ぎ
、
共
に
学

び
、
核
兵
器
の
な
い
戦
争
の
な
い
平
和
な

世
界
を
築
く
た
め
に
、
こ
の
会
は
開
催
さ

れ
今
回
で
４
回
目
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

私
が
こ
の
講
演
会
に
、
関
心
を
持
っ
た

き
っ
か
け
は
、昨
年
、数
回
お
世
話
に
な
っ

た
砂
本
内
科
の
先
生
の
被
爆
体
験
講
話
で

あ
っ
た
こ
と
で
す
。

　

更
に
、
こ
れ
も
ご
縁
な
の
か
、
18
年
勤

務
し
た
職
場
近
く
の
、
広
大
附
属
中
高
等

学
校
の
生
徒
さ
ん
の
管
弦
楽
演
奏
と
、
産

休
明
け
か
ら
、
次
女
が
お
世
話
に
な
っ
た

乳
児
園
併
設
の
真
田
病
院
の
先
生
の
お
名

前
も
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

　

３
人
の
講
師
の
先
生
方
の
お
話
を
、
こ

の
会
に
参
加
し
た
若
い
人
た
ち
に
、
聴
い

て
貰
え
た
こ
と
、
講
演
の
内
容
を
も
っ
と

多
く
の
若
者
た
ち
に
も
聴
い
て
欲
し
い
と

感
じ
ま
し
た
。
自
分
で
は
伝
承
出
来
な
い

の
で
、
以
前
か
ら
平
和
教
育
の
講
師
依
頼

の
相
談
を
受
け
て
い
た
関
係
も
あ
り
、
地

元
の
小
学
校
と
の
橋
渡
し
役
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
日
、
医
師
会
の
広
報
担
当
の
方
に
、

感
動
し
た
講
演
会
の
お
礼
を
申
し
上
げ
、

続
い
て
真
田
先
生
へ
の
講
演
依
頼
を
し
、

８
月
６
日
の
市
立
黄
金
小
学
校
の
平
和
学

習
の
場
に
、
真
田 

光
明 

先
生
を
お
迎
え

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
先
生
が
10
歳
の
時
の
、
緑
井

小
学
校
か
ら
、
原
爆
の
爆
発
を
目
撃
さ
れ

た
こ
と
を
中
心
に
、
そ
の
後
避
難
さ
れ
た

方
々
の
こ
と
な
ど
を
、
何
枚
も
の
絵
に
し

て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
生
徒
は

直
接
お
話
を
聞
け
た
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
悲
惨
な
状
況
を
聴
く
こ
と
に
よ
り
、
戦

争
、
核
兵
器
を
無
く
す
こ
と
に
つ
い
て
、

強
く
考
え
て
く
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

平
和
学
習
の
お
手
伝
い
が
出
来
た
事
に

つ
い
て
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

�

辻
　
　
　
靖
　
司

　

こ
の
た
び
、
動
員
学
徒
周
辺
の
地
肌
や

雑
草
に
な
っ
て
い
た
斜
面
に
、
緑
色
の
玉

竜
（
タ
マ
リ
ュ
ー
）
が
植
え
付
け
さ
れ
、

見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。
周
辺
が
き
れ
い
に
手
入
れ
を
さ
れ
、

動
員
学
徒
慰
霊
塔
が
大
事
に
さ
れ
て
い
る

様
子
を
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
参
拝
を
す
る

私
達
も
で
す
が
、
こ
こ
を
訪
れ
る
人
た
ち

も
、
さ
ら
に
敬
虔
な
気
持
ち
、
慰
霊
の
念

を
起
こ
す
気
持
ち
に
な
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

月
に
２
回
の
清
掃
と
献
花
な
ど
、
お
世

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
微
力
の
一

人
と
し
て
、
平
和
継
承
活
動
が
出
来
る
場

所
が
と
て
も
き
れ
い
に
な
り
、
と
て
も
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

―
余
談
―

　
「
動
員
学
徒
慰
霊
塔
」
は
、原
爆
ド
ー
ム

の
南
地
に
、
ド
ー
ム
河
岸
と
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
を
考
え
て
、
地
上
よ
り
１
ｍ
50
㎝
掘

り
下
げ
て
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
建

立
意
図
は
、
春
夏
秋
冬
の
た
く
さ
ん
の
参

拝
者
が
、
原
爆
ド
ー
ム
を
望
ん
で
被
爆
当

時
を
し
の
び
な
が
ら
、
掘
り
下
げ
た
緩
や

か
な
坂
道
を
静
か
に
下
り
て
霊
塔
に
近
づ

き
進
み
、
慰
霊
塔
の
前
で
は
原
爆
ド
ー
ム

や
元
安
川
沿
い
を
歩
く
人
を
視
野
の
外
に

置
い
て
、
気
持
ち
を
煩
わ
さ
れ
ず
静
か
に

参
拝
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
平
和
に
対
す

る
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
建

立
時
は
、
今
ほ
ど
木
も
茂
っ
て
お
ら
ず
、

入
り
口
付
近
か
ら
慰
霊
塔
の
背
景
に
原
爆

ド
ー
ム
が
良
く
見
え
ま
し
た
。
当
初
、
裏

の
通
路
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
石
段
が

寄
付
さ
れ
た
の
は
１
年
後
の
昭
和
43
年
８

月
の
こ
と
で
す
。

（
動
員
学
徒
慰
霊
塔
を
建
設
し
た「
広
島
県

動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
会
」
発
行
の
「
戦

後
三
十
年
の
歩
み
」（
Ｓ
50
・
12
・
25
発

行
）
か
ら
設
計
者
・
村
田
正
氏
の
説
明
）

動
員
学
徒
慰
霊
塔
周
辺
の

芝
の
リ
ニュ
ー
ア
ル

語
り
継
ご
う

　
　
　
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
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原
爆
と
家
族

福
　
場
　
隆
　
子

八
月
六
日
の
朝
、
警
報
が
出
て
小
学
校

の
校
庭
に
み
ん
な
集
合
し
て
い
ま
し
た
。

私
に
は
、
一
瞬
何
が
起
き
た
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
で
す
。
カ
バ
ン
を
取
り
に
教
室
へ

も
ど
る
と
、
廊
下
は
一
面
ガ
ラ
ス
に
お
お

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

家
に
帰
る
と
誰
も
い
な
く
て
、
母
を
呼

び
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
近
所
の
お
ば

さ
ん
が
、「
安
川
に
み
ん
な
居
る
よ
。」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
行
っ
て
み
る
と
、

父
は
両
手
両
足
に
火
傷
を
し
て
お
り
、
川

に
つ
か
っ
て
冷
や
し
て
い
ま
し
た
。
し
ば

ら
く
す
る
と
、雨
が
降
り
出
し
て
、父
が「
こ

の
雨
は
普
通
の
雨
じ
ゃ
な
い
。
早
く
あ
が

れ
。」
と
叫
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

建
物
疎
開
に
行
っ
て
い
た
兄
は
、
夜
に

な
っ
て
も
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
朝
、
父
は
疎
開
現
場
へ
兄
を
探
し
に

行
き
ま
し
た
が
、
見
つ
け
出
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
両
親
は
六
日
の
日
、
同
じ
現
場
で
作

業
を
し
て
い
ま
し
た
。）

八
日
に
は
父
母
で
兄
を
探
し
に
行
き

ま
し
た
。
川
沿
い
に
並
べ
ら
れ
た
遺
体
、

そ
の
中
に
兄
の
姿
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
時
一
人
の
男
性
が
、「
私

は
呉
の
寺
の
者
だ
が
、
そ
の
体
で
は
連
れ

て
帰
る
こ
と
は
無
理
だ
か
ら
、
こ
こ
で
火

葬
に
し
て
帰
り
な
さ
い
。」
と
言
って
、
ね
ん

ご
ろ
に
お
経
を
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

母
は
頭
に
被
っ
て
い
た
日
本
手
拭
に

お
骨
を
包
み
、抱
い
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

当
時
十
歳
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
そ
の

時
の
様
子
は
今
で
も
鮮
明
で
、
忘
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

父
は
、
昭
和
二
十
八
年
秋
に
健
康
を
取

り
戻
す
こ
と
も
な
く
、
胃
癌
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。
保
険
制
度
も
な
く
、
残
っ
た
の

は
医
院
の
借
金
だ
け
で
し
た
。

墓
じ
ま
い谷

　
村
　
美
智
子

私
の
出
身
地
は
山
口
県
長
門
市
で
す
。

長
門
市
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
言
え
ば
、
湯

本
温
泉
、
青
海
島
、
ま
た
最
近
、
話
題
に

な
っ
て
お
り
ま
す
元
乃
隅
稲
荷
神
社
が
あ

り
ま
す
。（
123
基
の
赤
い
鳥
居
が
人
気
の
よ

う
で
す
。）
な
お
、
今
の
長
門
市
は
、
平
成

の
大
合
併
で
旧
長
門
市
と
旧
大
津
郡
３
町

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
生
地
の
旧

町
は
、
当
然
の
よ
う
に
役
場
も
、
農
協
も

被
合
併
の
立
場
で
、
そ
の
後
民
間
企
業
の

撤
退
、
２
ヵ
所
の
ス
ー
パ
ー
も
銀
行
も
撤
退

し
、地
元
商
店
も
次
々
に
閉
店
、帰
省
す
る

度
に
過
疎
化
の
加
速
を
感
じ
て
い
ま
す
。

実
家
は
、
父
母
の
没
後
、
空
き
家
同
然

で
す
が
私
達
夫
婦
が
、
ほ
ぼ
月
に
１
回
程

度
帰
省
し
、
家
屋
の
掃
除
、
周
辺
の
草
取

り
な
ど
現
状
維
持
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

昔
は
車
で
の
往
復
で
し
た
が
、
片
道
３
時

間
超
の
距
離
で
あ
り
、運
転
担
当
の
主
人
の

年
齢
・
体
力
か
ら
も
続
け
る
の
は
宜
し
く
な

い
と
考
え
、
現
在
は
、
新
幹
線
、
在
来
線
の

乗
り
継
ぎ
で
移
動
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
の
状
況
も
い
つ
ま
で
も
続
け

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
今
後
の
方
策
を

い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

い
い
知
恵
は
浮
か
び
ま
せ
ん
。
田
畑
、
家

屋
の
始
末
も
必
要
で
す
が
、
一
番
の
問
題

は
墓
の
維
持
で
す
。

墓
に
つい
て
は
、
数
年
前
か
ら
い
ろ
い
ろ
模

索
し
ま
し
た
が
、
現
実
に
は
車
で
帰
省
し

そ
れ
ほ
ど
急
を
要
す
る
状
況
で
も
な
か
っ

た
こ
と
と
、
何
と
な
く
現
実
か
ら
逃
避
し

て
、
つ
い
、
伸
び
伸
び
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
一
昨
年
か
ら
、
菩
提
寺
に
も
相
談
を

続
け
、
昨
年
に
至
り
、
お
寺
の
納
骨
堂
に

お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、昨
年
末
に
墓
じ
ま
い
を
し
ま
し
た
。

帰
省
し
て
は
、
墓
掃
除
を
し
供
花
し
て

お
参
り
し
て
き
た
行
い
が
出
来
な
い
淋
し

さ
は
、
口
で
は
言
い
表
せ
ま
せ
ん
。
心
に

穴
の
開
い
た
様
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
で
良
か
っ
た
の
か
？
い
や
、
こ
れ
か

ら
先
の
こ
と
を
考
え
る
と
こ
れ
で
良
か
っ

た
の
だ
と
自
問
自
答
し
て
い
ま
す
。

救
い
は
、
鉄
道
利
用
で
帰
省
し
た
と
き

に
、
お
寺
の
納
骨
堂
に
お
参
り
出
来
る
こ

と
で
す
。

次
は
、
い
ず
れ
手
放
す
こ
と
に
な
る
実
家

の
始
末
で
す
。
売
却
、
解
体
の
い
ず
れ
に

し
て
も
家
財
道
具
等
の
始
末
で
す
。
農
家

の
こ
と
で
す
か
ら
、
が
ら
く
た
と
言
っ
て

も
大
変
な
量
で
す
。頭
の
痛
い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
が
進
め
ば
、
自
分
の
帰

る
所
が
無
く
な
る
こ
と
に
も
な
り
辛
い
気

も
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
考
え
る
と
苦
し
く
な
る
ば

か
り
で
す
が
、「
令
和
」
元
年
を
迎
え
、
気

持
ち
を
し
っ
か
り
持
っ
て
、
も
う
一
踏
ん

張
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

自
己
紹
介
と
動
員
学

徒
等
犠
牲
者
の
会
に

参
加
し
て
思
う
こ
と

中
　
尾
　
俊
　
男

私
の
長
兄
次
兄
の
兄
二
人
は
、
昭
和
20

年
８
月
６
日
動
員
学
徒
と
し
て
建
物
疎
開

作
業
中
に
被
爆
し
、
二
人
と
も
そ
の
ま
ま

行
方
知
ら
ず
と
な
り
死
亡
し
ま
し
た
。

長
兄
は
当
時
縣
立
広
島
商
業
高
校
の
４

年
生
。本
来
の
任
務
は
日
新
製
鋼
所
で
の
勤

労
奉
仕
で
し
た
が
、
た
ま
た
ま
工
場
が
休
み

だ
っ
た
の
で
、
市
役
所
周
辺
の
建
物
疎
開
作

業
に
従
事
し
て
い
て
被
爆
し
死
亡
し
ま
し

た
。
ま
た
次
兄
は
広
島
第
二
中
学
入
学
間

も
な
い
１
年
生
。
市
中
心
部
中
島
町
で
１

年
生
323
名
の
友
と
共
に
建
物
疎
開
作
業
に

従
事
し
て
い
て
被
爆
し
死
亡
し
ま
し
た
。

父
と
母
は
、
広
島
市
に
新
型
爆
弾
が
落

ち
た
と
聞
き
、
広
島
県
山
県
郡
八
重
町
の

自
宅
か
ら
広
島
市
内
に
子
供
捜
し
に
約

２
ヶ
月
間
頻
繁
に
出
掛
け
ま
し
た
が
、
発

見
す
る
に
は
到
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
当
時
５
歳
、
広
島
市
か
ら
は
遠
く

離
れ
て
い
る
の
で
被
爆
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
両
親
か
ら
、
被
爆
し
亡

く
な
っ
た
二
人
の
兄
の
こ
と
や
広
島
市
内

の
惨
状
に
つ
い
て
、
話
を
聞
く
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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私
は
毎
年
８
月
６
日
に
は
生
前
高
齢

の
母
に
付
き
添
い
二
中
の
慰
霊
祭
に
参
加

し
た
後
、
こ
の
動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
会

追
悼
式
に
参
列
し
て
い
ま
し
た
。
十
数
年

前
送
ら
れ
て
き
た
「
と
も
し
び
」
で
清
掃

会
員
募
集
を
知
り
入
会
し
ま
し
た
。
そ
れ

以
降
は
私
な
り
に
真
面
目
に
毎
月
慰
霊
碑

周
辺
の
掃
除
と
西
向
寺
で
の
供
養
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

会
の
仲
間
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
あ
の

原
爆
に
よ
り
瀕
死
の
重
傷
を
負
う
た
方
を

始
め
、
高
齢
に
も
拘
わ
ら
ず
前
向
き
に
活

動
さ
れ
て
い
る
方
が
何
名
も
お
ら
れ
ま

す
。
そ
の
お
姿
に
接
し
私
は
元
気
を
頂
い

て
い
る
ん
で
す
。
又
慰
霊
碑
周
辺
の
清
掃

作
業
を
し
て
い
る
と
、
私
自
身
何
だ
か
心

が
洗
わ
れ
る
気
持
ち
に
も
な
る
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
会
の
例
会
に
参
加
す
る

こ
と
で
元
気
を
も
ら
い
な
が
ら
、
限
り
あ

る
人
生
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
ゆ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

わ
た
し
に
で
き
る
こ
と

国
　
元
　
洋
　
子

私
は
仕
事
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
や
足
の
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
ケ
ア
を
さ
せ
て
頂
い
て
ま
す
。

高
齢
者
の
方
に
お
会
い
す
る
こ
と
が

多
く
、
初
対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
生
ま

れ
て
初
め
て
人
様
に
足
を
ケ
ア
し
て
も

ら
っ
て
、
も
っ
た
い
な
い
ね
。
気
持
ち
い

い
ね
～
」か
ら
始
ま
っ
て
15
～
20
分
の
間
、

ご
自
分
の
事
を
話
さ
れ
ま
す
。

な
か
に
は
８
月
６
日
の
悲
惨
な
状
況
、

家
族
を
失
っ
た
こ
と
な
ど
の
被
爆
体
験
を

語
って
下
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

最
近
お
会
い
し
た
方
は
、「
当
日
の
朝
、

両
親
は
仕
事
に
で
か
け
、
自
分
は
洗
濯
物

を
干
そ
う
と
外
に
出
た
が
、
な
ぜ
か
タ
ン
ス

に
も
の
を
取
り
に
行
く
と
、
電
灯
を
つ
け
て

な
か
っ
た
の
に
、
電
気
が
ピ
カ
ピ
カ
と
光
っ
た

み
た
い
で
電
球
が
切
れ
る
の
か
な
と
思
っ
た

瞬
間
、
家
が
グ
ラ
グ
ラ
揺
れ
て
、
気
が
つい
た

ら
タ
ン
ス
の
下
敷
き
に
な
っ
て
た
ん
よ
。
隣

の
ご
夫
婦
が
助
け
に
来
て
く
れ
て
ね
。
あ

の
時
、
外
で
洗
濯
物
を
干
し
て
た
ら
大
け

が
し
て
た
と
思
う
よ
。
な
ん
と
か
帰
っ
て

き
た
両
親
は
大
け
が
を
し
て
い
た
の
で
、

本
川
町
方
面
に
家
を
倒
す
手
伝
い
に
出
か

け
た
弟
を
探
し
に
一
人
で
行
っ
た
ん
だ
け

ど
ね
。
３
日
目
の
こ
と
、
相
生
橋
あ
た
り

で
兵
隊
さ
ん
が
い
て
、
前
に
は
骨
が
入
っ

た
白
い
皿
が
並
べ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
中

に
弟
の
名
前
が
あ
っ
て
、
こ
の
遺
骨
は
弟

の
で
す
か
と
聞
く
と
、„
多
く
の
方
の
火

葬
を
ま
と
め
て
し
た
の
で
、
そ
の
際
身
に

つ
け
て
い
た
も
の
で
名
前
が
わ
か
っ
た
人

は
、
名
前
を
記
し
て
い
る
の
で
、
持
っ
て

帰
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。＂」
な
ど
の
被
爆

体
験
と
、
そ
の
時
の
兵
隊
さ
ん
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
や
弟
さ
ん
への
追
悼
の
思
い
な
ど

を
し
み
じ
み
と
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
後
に

は
「
こ
の
歳
ま
で
生
き
さ
せ
て
も
ら
って
ね
、

あ
り
が
た
い
ね
。
あ
～
気
持
ち
よ
か
っ
た
よ
、

あ
り
が
と
う
ね
」
と
明
る
い
笑
顔
で
帰
ら
れ

ま
し
た
。

私
が
今
で
き
る
こ
と
は
、
お
話
を
傾
聴

さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
、
私
の
タ
ッ
チ
ン
グ

で
少
し
で
も
癒
し
を
感
じ
て
頂
く
こ
と
、

そ
し
て
こ
の
学
徒
の
会
で
清
掃
活
動
と
供

養
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
、
か
な
と

思
う
こ
の
頃
で
す
。

い
ま
思
う谷

　
口
　
了
　
子

私
は
一
人
っ
子
を
動
員
学
徒
で
亡
く

し
た
養
父
母
の
跡
を
引
き
継
ぎ
会
員
に
な

り
ま
し
た
。

20
年
前
、
事
務
局
の
村
中
さ
ん
の
「
供

養
と
思
っ
て
」
の
言
葉
に
導
か
れ
慰
霊
塔

付
近
の
清
掃
、
読
経
に
参
加
し
、
三
代
の

理
事
長
の
下
、
和
や
か
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
間
、
継
続
の
必
要
性
を
痛
感

す
る
と
共
に
、
周
り
か
ら
も
期
待
さ
れ
る

存
在
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

仕
事
を
持
っ
た
二
人
の
娘
か
ら
の
突
然
の

依
頼
に
最
優
先
で
駆
け
つ
け
る
生
活
と
な

り
、
休
む
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
幸

い
熱
意
あ
る
仲
間
に
支
え
ら
れ
て
、
活
動

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

本
会
は
、
十
日
早
く
終
戦
を
迎
え
て
い

た
ら
助
か
っ
た
命
と
、
絶
望
を
味
わ
っ
た

多
く
の
家
族
の
悲
し
み
、
無
念
を
継
承
す

る
た
め
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
参
加
者
は
全
員
高
齢
の
た
め
、
会

の
存
続
の
見
通
し
に
不
安
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
慰
霊
塔
の
管
理
、犠
牲
者
の

供
養
が
続
け
て
い
か
れ
る
よ
う
、
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

私
も
託
さ
れ
た
願
い
に
添
え
る
よ
う
、
で

き
る
だ
け
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

母
と
原
爆武

　
田
　
實
智
恵

私
の
母
は
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
当
時
、

中
広
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
家
が
倒
壊

し
、
そ
の
柱
の
下
敷
き
に
な
り
、
身
動
き

が
取
れ
な
い
状
態
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

大
声
で
助
け
を
求
め
た
よ
う
で
す
が
、周

囲
の
人
々
は
逃
げ
惑
う
ば
か
り
で
、
誰
も
助

け
て
く
れ
る
人
は
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
火
の
せ
ま
り
く
る
中
、
な
ん
と

か
抜
け
出
し
、
手
や
足
は
傷
だ
ら
け
で
し

た
が
、
着
の
身
着
の
ま
ま
、
足
を
引
き
ず

り
な
が
ら
や
っ
と
の
お
も
い
で
、
可
部
の

伯
母
の
家
に
た
ど
り
着
い
た
よ
う
で
す
。

あ
ま
り
の
怖
さ
に
た
だ
た
だ
必
死
の
思
い

で
、
可
部
の
伯
母
の
家
の
方
に
向
か
っ
て

歩
い
て
逃
げ
た
よ
う
で
、
ど
こ
を
ど
う

や
っ
て
逃
げ
た
の
か
、
本
人
は
あ
ま
り
記

憶
に
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

母
は
元
の
生
活
に
戻
れ
る
ま
で
は
、
伯
母

の
家
で
お
世
話
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

私
が
可
部
の
伯
母
か
ら
話
を
聞
く
ま

で
は
、
母
が
原
爆
投
下
の
当
時
の
話
を
一

切
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
母

の
と
っ
て
原
爆
投
下
は
、
あ
ま
り
に
も
辛

く
哀
し
い
出
来
事
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

現
在
、
東
北
の
方
は
、
原
子
力
発
電
の

爆
発
に
よ
る
放
射
能
汚
染
問
題
が
解
決
さ

れ
な
い
ま
ま
で
す
。
ま
た
、
世
界
で
は
核
実

験
が
続
い
て
い
ま
す
。
世
界
の
人
々
の
誰

も
が
、
母
の
よ
う
な
辛
く
哀
し
い
経
験
を

し
な
く
て
済
む
よ
う
に
、
原
子
力
の
使
用

禁
止
や
、核
実
験
禁
止
を
強
く
望
み
ま
す
。

自
己
紹
介
と
動
員

学
徒
等
犠
牲
者
の

会
に
参
加
し
て
思

う
こ
と

中
　
尾
　
俊
　
男

私
の
長
兄
次
兄
の
兄
二
人
は
、
昭
和
20

年
８
月
６
日
動
員
学
徒
と
し
て
建
物
疎
開

作
業
中
に
被
爆
し
、
二
人
と
も
そ
の
ま
ま

行
方
知
ら
ず
と
な
り
死
亡
し
ま
し
た
。

長
兄
は
当
時
縣
立
広
島
商
業
高
校
の

４
年
生
。
本
来
の
任
務
は
日
新
製
鋼
所
で

の
勤
労
奉
仕
で
し
た
が
、
た
ま
た
ま
工
場

が
休
み
だ
っ
た
の
で
、
市
役
所
周
辺
の
建

物
疎
開
作
業
に
従
事
し
て
い
て
被
爆
し
死

亡
し
ま
し
た
。
ま
た
次
兄
は
広
島
第
二
中

学
入
学
間
も
な
い
１
年
生
。
市
中
心
部
中

島
町
で
１
年
生
323
名
の
友
と
共
に
建
物
疎

開
作
業
に
従
事
し
て
い
て
被
爆
し
死
亡
し

ま
し
た
。

父
と
母
は
、
広
島
市
に
新
型
爆
弾
が
落

ち
た
と
聞
き
、
広
島
県
山
県
郡
八
重
町
の

自
宅
か
ら
広
島
市
内
に
子
供
捜
し
に
約

２
ヶ
月
間
頻
繁
に
出
掛
け
ま
し
た
が
、
発

見
す
る
に
は
到
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
当
時
５
歳
、
広
島
市
か
ら
は
遠
く

離
れ
て
い
る
の
で
被
爆
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
。ま

た
、
そ
の
後
両
親
か
ら
、
被
爆
し
亡

く
な
っ
た
二
人
の
兄
の
こ
と
や
広
島
市
内

の
惨
状
に
つ
い
て
、
話
を
聞
く
こ
と
は
あ
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あ
と
が
き

い
よ
い
よ
「
令
和
」
元
年
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
新
元
号
は
、
万
葉
集
と
い
う
日

本
の
古
典
を
典
拠
と
す
る
初
め
て
の
元
号

で
あ
り
、
７
世
紀
半
ば
の
日
本
で
最
初
の

元
号
で
あ
る
「
大
化
」
か
ら
数
え
て
248
番

目
の
も
の
だ
そ
う
で
す
。

新
元
号
の
考
案
者
と
言
わ
れ
て
い
る

「
中
西
進
」大
阪
女
子
大
学
元
学
長
は
、「
万

葉
集
は
、
令
（
う
る
わ
）
し
く
平
和
に
生

き
る
日
本
人
の
原
点
で
す
。」と
コ
メ
ン
ト

を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
令
」と「
和
」は
、辞
書
に
よ
り
ま
す
と
、

　

�「
令
」
の
意
味
…
（
形
容
詞
）
清
ら
か

で
美
し
い
、
立
派
に
す
る
、
良
い

　

�「
和
」の
意
味
…
う
ま
く
調
和
の
と
れ

て
い
る
こ
と
、
な
ご
や
か
に
な
る

と
い
っ
た
語
意
（
抜
粋
）
も
あ
る
よ
う

で
す
。

少
々
乱
暴
な
発
想
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
先
述
の
中
西
元
学
長
の
コ
メ
ン
ト
と

こ
れ
ら
の
語
意
か
ら
、「
令
和
」
は
「
清
ら

か
で
美
し
く
な
ご
や
か
に
生
き
る
日
本
人

の
象
徴
で
あ
る
。」
と
考
え
る
と
、未
来
永

劫
に
戦
争
の
な
い
平
和
な
国
を
目
指
す
日

本
に
と
っ
て
、
と
て
も
ふ
さ
わ
し
い
元
号

だ
な
ー
と
、私
は
感
じ
入
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
さ
て
、
こ
ち
ら
は
い
つ
も
や
き
も

き
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
５
月
は
心
機
一

転
の
大
大
躍
進
！
こ
の
勢
い
で
„
令
和
元

年　

日
本
シ
リ
ー
ズ
制
覇
！
＂
を
目
指
し

て
、
何
が
何
で
も
頑
張
れ
カ
ー
プ
‼

�

（
本
地
）

ご
寄
付
お
礼

ご
寄
付
い
た
だ
く
際
に
は
、
下
記
の

口
座
へ
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

振
替
口
座

　

０
１
３
０
０

－

６

－

８
８
５
８

　

一
般
財
団
法
人

　

広
島
県
動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
会

　

平
成
30
年
11
月
か
ら
令
和
元
年
５
月
ま

で
に
、
次
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
志
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石　

田　

英　

雄　

様

岡　
　
　

五　

郎　

様

令和元年度　行事予定表
一般財団法人　広島県動員学徒等犠牲者の会

年 月 日 曜 清掃後読経 月 日 曜 清掃（行事がないときは解散）

平
成
31
年
・
令
和
元
年

4 8 月 4 22 月 監事会（県社会福祉会館）

5 7 火 理事会（西向寺）
（平成30年度事業報告・決算の承認）

5 2 木

5 24 金 定時評議員会（西向寺）
（平成30年度事業報告・決算の承認）

6 6 木 6 20 木

7 8 月 追悼式打ち合わせ会（役割分担等）
会報「ともしび」封筒入れ（西向寺） 7 22 月

8
5 月 供養会

8 20 火
6 火 第63回原爆死没者追悼式

9 6 金 追悼式反省会（西向寺） 9 20 金
10 7 月 10 21 月
11 7 木 ／ ／ ／
12 6 金 会報ともしび封筒入れ（西向寺） 12 20 金 研修会（西向寺）

令
和
2
年

1 10 金 ／ ／ ／
2 6 木 ／ ／ ／

3 6 金 3 25 水 理事会･臨時評議員会（西向寺）
（令和2年度事業計画・予算承認）

（注）
１	慰霊塔付近の清掃は、午前９時30分からです。雨天の場合も実施します。
２	左欄は、慰霊塔付近の清掃後「西向寺」で読経。
	 右欄は、行事がないときは清掃後解散。
	 なお、「西向寺」様の都合によって、日程変更する場合があります。


